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研究成果の概要（和文）：危機管理の政策決定と、それが政治社会にもたらす効果について、多角的な実地調査とデー
タ収集を行うとともに、三つの理論的視点、すなわちセキュリタイゼーション研究、危機管理研究、そして平和構築か
ら分析を進めた。本作業の国際的パートナーがオレ・ウィーバー、イークワン・ヘン、そして、ジョンアイケンベリー
であり、この三名を含む内外の研究者と共に2015年1月30日に大規模な国際研究集会を東京にて開催し研究成果の報告
を行った。本会議においては理論研究とより具体的国際動向の分析を行う研究者との間の連絡に注意し、実務家との意
見交換にも留意した。

研究成果の概要（英文）：In light of various approaches of the security study, our research aim to 
incorporate such various terrains of research such as securitization, crises management and peace 
building, while collecting first-hand data gathered from independent field work.
The achievement of our joint research and international consortium, including Professor Ole Waever ( 
University of Copenhagen), Dr.Yee Kuang Heng ,(Senior Lecture, Singapore National University),Professor 
G.John Ikenberry (Princeton University),has produced an International work shop under the title “ Work 
Shop on the Future of Security” in Tokyo on January 2015. We paid particular attention to bring expert 
of international theory and analysts of current international affairs together in constructive dialogue. 
The result of this work shop can be found at the website of The Security Study Unit, Policy of 
Alternative Research Institute.

研究分野：国際政治
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１．研究開始当初の背景 
本研究は、国際関係における危機認識、たと
えば 2001 年同時多発テロ事件を転機とする
アメリカにおけるテロに対する脅威認識の拡
大と、それが一因ともなって展開した「対テ
ロ戦争」、そして国内政治における危機認識、
たとえば東日本大震災と福島第一原子力発電
所事故を引き金とする原子力発電への厳しい
批判と原発操業停止との間に類似性を見いだ
すことから始まった。どちらも、危機が訪れ
る以前においては危機認識は乏しかった領域
において、危機が訪れたあとは危機認識が高
揚し、その結果として危機以前における過小
なリスク認識と危機以後における過大なリス
ク認識という対照を見いだすことができるか
らである。この点を検討するため、ウルリッ
ヒ・ベックを代表とするリスクと政治の研究、
さらに国際関係においてオレ・ウィーバーと
コペンハーゲン学派によって展開された安全
保障化論を踏まえ、危機管理の一般的・概念
的把握を試みることが本研究の課題であった。
より具体的に述べるなら、藤原帰一（研究代
表者）は、「新しい安全保障」(科学研究費基
盤(A)、2008－2010 年)において、研究重点型
大学連合（IARU）安全保障プロジェクトの一
環としてオレ・ウィーバー教授と安全保障化
の研究を行ない、高等安全保障研究センター
(Center for Advanced Security Studies, 
CAST)の研究領域が地球温暖化から食品・医薬
品の安全までを網羅することに刺激され、国
際政治学の範疇を乗り越えた広汎な安全研究
の実証研究を模索するに至った。森田朗は従
来から危機管理への関心を持ってきたが、東
日本大震災を契機として危機管理の総合的研
究の必要を強く自覚した。 
 
２．研究の目的 
三つの課題の解明をめざして作業を進めた。
第一に、脅威認識を左右する条件という抽象
的な問いに対し、社会調査に基づく具体的な
データに基づいた回答を与えることが課題で
あった。福島第一原発事故以前、原発の利便
性は語られても安全性が問われる場面は少な
かった。事故後は逆に、安全性への問いの影
で利便性が語られることは少ない。このよう
に、危険性やリスク・脅威の客観的な措定は
極めて難しい。伝統的な国際政治学やリスク
管理研究において、何が危険であり脅威に当
たるのかは所与と見なされていたが、危険や
脅威は決して自明でも所与でもないのである。
それでは危険や脅威はなぜ、どのように変化
するのか。グローバリゼーションや産業社会
の分業化は危険や脅威をどう変えているのか、
解明を進めた。第二に、リスク管理のボトル
ネックを社会調査によって明確に示し、解決
の可能性を探ることを試みた。迫り来る危機
を予想すれば危機管理が実現できるとはいえ
ない。大規模な危険・脅威の情報は過大とみ
られるために捨象されやすく、複数の危険・
脅威を前にしてどの危険・脅威がより重要で

あるかを判断することが困難であり、その結
果として事件発生前にはリスクが過小評価さ
れ、事件発生後には過大評価を受けてしまう。
リスク管理のアセスメントを行うことは難し
く、危険や脅威が予測されたとしても政策選
択に反映されないのである。第三に、安全確
保が政治の姿をどう変えるのか、歴史資料と
社会調査を通して解明した。同時多発テロ事
件以後のアメリカ政治や東日本大震災以後の
日本政治を見れば、大規模な天災や事故が政
治の転換をもたらしてきたことが解るだろう。
ここから数多くの疑問が生まれる。国民世論
における脅威認識の変容をどう捉えるべきか。
セキュリティに関心が集約された状況におい
て政策形成や執行に当たる主体や政党政治の
ありかたはどのように変わるのか。さらに、
危機管理の執行において意志決定の集約が求
められるとき、必要な資源配分はどう達成さ
れるのか。狭義のリスク管理から枠を広げる
必要がここに生まれる。上記三つの課題に即
して、本研究では、危機管理の政策決定と、
それが政治社会にもたらす効果について、多
角的な実地調査とデータ収集を行った。 
 
３．研究の方法 
三つの理論的視点、すなわちセキュリータ
イゼーション研究、危機管理研究、そして平
和構築から分析を進めた。その過程で注意し
たのは以下の三点である。 
第一に、一般的・思弁的考察か特定事例の
記述に陥ってきた従来の研究と異なり、本研
究はオリジナルなデータ収集を特に重視した。
第二に、「問い」に対する「答え」による研
究の集約を試みた。多様な領域に対して多様
な方法をとれば統合を失った個別研究の列挙
に終わる可能性がある。それを回避するため
に、研究代表者と分担者は、研究目的に記さ
れた問いに対し、簡明かつ実証的根拠を以て
答えることを試みた。第三に、国際共同研究
として、日本で所与とされる想定にとどまる
ことのない問題の発見に努めた。この研究の
発端は研究重点型大学連合（IARU）安全保障
プロジェクトの一環として行った高等安全保
障 研 究 セ ン タ ー (Center for Advanced 
Security Studies, CAST)との研究であり、多
くの海外の研究者と作業を進めることが可能
となった。 
 
４．研究成果 
本作業の国際的パートナーがオレ・ウィーバ
ー（コペンハーゲン大学教授）、イークワン・
ヘン（シンガポール国立大学上級講師）、そ
して、ジョンアイケンベリー（プリンストン
大学教授）であり、この三名を含む内外の研
究者と共に 2015 年 1月 30 日に大規模な国際
研究集会を東京にて開催し研究成果の報告を
行った。本会議においては理論研究とより具
体的国際動向の分析を行う研究者との間の連
絡に注意をはかり、実務家との意見交換にも
留意した。本研究の成果は東京大学政策ビジ



ョン研究センター安全保障ユニットのウェブ
サイトに掲載している。 
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